
 

業  種 鉄道・軌道 

取組分野 社内情報伝達及びコミュニケーションの確保 

テ ー マ 「膝詰め対話」を活用した、安全に関する社員意見を安全施策に反映させ

る取組 

取組の狙い 経営幹部が現場に出向き、社員との対話の中で安全に関する意見を把握

し、会議体等を通じて共有することで、会社の安全重点施策に反映し、自

社の安全管理体制の見直し・改善を図る。 

具体的内容 １．この取り組みは、平成 17 年１～２月に連続して発生した厳冬期の事

故・事象を受け、平成 17 年４月から「会社幹部と社員の意見交換」とし

て開始し、実施方法を見直しながら、現在は「膝詰め対話」として、社員

の安全意識向上を目的として実施している。 

 

２．「膝詰め対話」では、直接の対話により現場社員の安全に関する意見を

把握するだけでなく、把握した意見は、定期的に開催する「膝詰め対話報

告会」にて本社関係者に共有し、日々の取組の見直し・改善や次期の安全

重点施策策定等に向けた情報として活用している。 

 

３．経営幹部が把握した社員の声は社内報を通じて社内に水平展開すると

ともに、安全の取組の中期計画（安全計画 2026）に反映した社員の声は、

安全計画 2026 の冊子にも記載している。 

 

【社内報での水平展開】 

 

 

 



 

 

 

【安全計画 2026 の冊子に記載した社員の声】 

 

 

取組の効果 膝詰め対話は、経営幹部の考えを直接現場に伝達し、社員の安全意識を

向上する機会であるとともに、社員が経営幹部と直接対話ができる機会で

もある。膝詰め対話での社員意見が、次期の安全重点施策や安全の取組の

中期計画策定に活用される仕組みであることから、自分の意見を会社の施

策に活かしてもらうべく直接伝えられる機会となり、社員の帰属意識の醸

成や業務遂行のモチベーションアップ（働きがい）にもつながっている。 
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